










   The New Government Course Guidelines for Elementary Schools oﬃ cially announced this spring that English activities are 
going to be introduced to elementary school classes once a week. This paper outlines the background of the introduction, sees 
predictable problems and proposes some points that should be considered in the teaching of English to elementary school 
students.
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０．はじめに


















20 年間の検討が重ねられてきたことが、平成 20 年
8 月に文部科学省が出した「小学校学習指導要領解
説：外国語編」には記されている。小学校への英語
導入の議論が初めて公表されたのは平成 3 年 12 月
の臨時行政改革審議会の答申であり、その後にいく




































は平成 14 年 7 月に文部科学省が策定した「『英語が
使える日本人』の育成のための戦略構想」に盛り
込まれた。平成 15 年度には全国の小学校の 88％が
何らかの形で英語活動を実施していることが調査に
よって示され、その後も増加し続けていた事実に基
づき、平成 18 年 3 月に中央教育審議会外国語専門
部会から「小学校における英語教育について（外国
語専門部会における審議の状況）」が出された。そ


















35 単位時間、週 1 コマ相当）を確保することが適
当である」













生が 15.6 時間であり、月 1 回程度の割合で実施さ
れている。月 1 回の英語活動では、学習効果を期待
するには無理があったと思われるが、今回の指導要






























































































ており、第５学年の例えば Lesson １では、What’s 
your name?　My name is Ken. Nice to meet you. 
などを３時間にわたって使用する案、Lesson ９で






































































































































































　６）Today is my birthday
　７）＊ Today is raining
























































































学校 5 ･ 6 年生を対象とする英語活動が週 1 回実施
されることとなった。学級担任が主として指導を行
うということであり、小学校教員の負担の大きさが
懸念される。諸外国がすでに小学校での英語教育に
踏み切っていることを思えば、日本で実施されるこ
とも自然の成り行きである。山田（2005）は小学校
英語教育に反対しているのではなく、中学の英語教
育を小学校 5 年生に前倒しすべきだとしているのだ
が、その一方で、日本人全員が「英語ができる日本
人」になる必要もないという意見も述べている。今
回の学習指導要領の改訂では、小学校の英語活動は
中学英語教育の前倒しではないとしている。授業時
間数の不足や教員不足という問題のゆえに前倒しを
したくてもできないというのが実情であろう。
　中途半端な活動に終われば、小学校への英語活動
の導入が、労多くして成果の乏しいものとなること
は明らかである。英語ゲームや挨拶表現の繰り返し
だけではなく、きちんとした文法学習を行うこと、
また、児童が英語世界への「入り込み」を体験でき
る導入となりうるような仕掛けを工夫していくこと
が非常に重要であると思われる。
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